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6月 9日 ペンテコステ・花の日・子どもの日礼拝「天邪鬼でも良いよね！？」 

 今日は何の日？ペンテコステの日です。ペンテコステって何があった日か分かるかな？イエス様は十

字架にかけられて死んでしまった。でも、3日後に復活されました。それがイースター！ここまではみん

な良く知っているね？さて、その後どうなったかというと・・・40 日間、イエス様は弟子たちと一緒に

過ごされました。そして 40日後に弟子たちが見ている前で天に昇って行ったのです。イエス様がいなく

なってしまった弟子たちはどうしたら良いのか分からなくて、大勢で集まってはお祈りをして過ごして

いました。そんな風にして 10日間が過ぎた日（つまりイースターから数えて 50日目）、いつものように

弟子たちが集まって祈っていると、突然、ビュー！！ガタガタガタガタ、集まっていた家が揺れ始めま

した。大きな風が吹いてきたのです！そして風に乗って空から不思議なものが降りてきました。何でし

ょう！？炎のような舌が降りてきたのです。それが集まっていた弟子たちの頭の上に留まると・・・あ

ら不思議、弟子たちは色んな国の言葉で話すようになりました。そしてあちこちの国の言葉でイエスさ

まのことを伝え始めたのです。不思議な出来事だよね。どういう意味があるんだろう？ 

 

 ちょっと話が変わるけれど、僕は中学生の時に、お休みの日に野球部の友達と集まって釣りに行くこ

とにしました。集合場所に着いたら、なんとなく僕だけ服装が浮いていた。周りの子たちは前日にみん

なで服を買いに行ったらしく黒っぽい T シャツにダボダボしたジーパン。僕はピンクのシャツにチノパ

ン。そしたら「お前、女みたい」とからかわれた。凄い恥ずかしくて、それ以来、外出する時は野球部

の子たちと同じような服装になった。みんなにも同じようなことはないだろうか？  

 

私たちは周りの人達の目がすっごく気になる。何だか合わせなきゃいけないような気がする。そして

自分がそこから外れているとものすごく恥ずかしいと思ってしまうこともある。保育園でもこないだ好

きなテレビの話をしていたら、ある男の子が「俺、『きらっとぷりちゃん』を見てるよ」と言うと、「男

なのに変～」と周りの子たちに笑われて、すごく悔しそうな顔をしている子がいました。でも、それっ

てどうなんだろう？好きなものは好きでいいんじゃないか？男の子がピンク色の服を着たっていいし、

キラッとぷりちゃん見ても良いと思う。女の子がカッコいい服着ていいし、仮面ライダー見ても良いと

思う。別に人と違ってもいいんじゃないだろうか？無理に周りと一緒でなくとも良いんじゃない？  

 

聖書にはバベルの塔と言う話がある。昔まだ、今みたいに色んな言葉がなくて皆が同じ言葉を話して

いる時に、人間は集まって相談した。「みんなで力を合わせて天にまで届く立派な塔を造ろう！そしてみ

んなで協力して神さまよりも偉くなろう」そうして天まで届くような高い塔を立て始めた。神さまはそ

んな人間の姿をみて思った。「人間が一つの言葉で話すのは良くないな。みんな一緒だから良くない考え

を持つんだ。そうだ！言葉をバラバラにしてしまおう」そうして人間が色んな言葉を話すようにした。

そうすると皆バラバラになって塔を作るのをやめてしまったんだって。「みんな一緒」が良いことばかり

ではない。「みんな一緒」だから間違えることだってある。一緒になって一人の人をいじめたり、一緒だ

から怖いものがなくなったり・・・ 

 

私たちは人と違って良い。みんなと反対のことをしたくなっても良い！だって神さまはみんなをそう

いう風に作られたんだから？もしみんな全部一緒だったら、みんな同じ顔に同じ声。そんなの気持ち悪
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いでしょ？神さまは一人一人を全く違う風に作られた。だからステキ！ペンテコステは弟子たちがそん

な「違い」に気付けた日じゃないかな？それまでは周りとの「違い」を怖がって自分たちの仲間のだけ

で集まっていた。でも神様から聖霊を貰って、熱い心をもらって勇気をもって自分たちが信じること、

救い主だと思うイエスさまのことを伝え始めた！自分たちの大好きなイエス様のことを自信を持って伝

えられるようになった日。みんなも他の誰とも違う自分に自信を持って！他の誰とも違うあなただから

神さまはあなたを愛しているんだよ！ 

 


